
6 2019 大同生命の現状

Ｔ＆Ｄ保険グループ 中期経営計画（2019年度～2021年度）
「Try&Discover 2021 ～共有価値の創造～」

Ｔ＆Ｄ保険グループでは、2019年度から2021年度までの3ヵ年のグループ中期経営計画「Try & Discover 2021
～共有価値の創造～｣に取り組んでいます。

本中期経営計画では、グループ各社が特化する市場において「健康寿命の延伸」や「中小企業の事業継続」等の社会
的課題の解決に一層お応えすることで、「社会にとっての価値」と「企業にとっての価値」の両方を創造する『共有価値の
創造』を進めてまいります。

全体方針 「コアビジネスの強化」と「事業ポートフォリオの多様化」を通じ、絶えず変化する人と社会の
課題の解決に貢献することで、社会とともに成長する保険グループをめざす

主要経営目標
経済価値 新契約価値 ・2021年度： 1,700億円以上 

［コアROEV（＊1）：3年を通じて年5.0％以上］

財務会計 当期純利益 ・2021年度：2018年度水準（730億円）以上

(＊1) �（新契約価値＋リスクフリーレート部分の期待収益）／ＥＶの平均残高　
（＊2） Ｔ＆Ｄユナイテッドキャピタルは、グループの経営資源やノウハウを集約して戦略的な投資を推進することを目的に、2019年7月に設立
（＊3） 保険会社が販売停止した商品の保有契約ブロック（クローズドブック）を取得・集約し、バリューアップを通じて収益化するビジネスモデル

1 本中期経営計画の全体方針と主要経営指標

2 本中期経営計画の基本戦略
本中期経営計画では、3つの基本戦略から構成しております。
1つ目が「コアビジネスの強化」です。コアである国内生保事業において、お客さまニーズや社会の変化を先取りした

事業展開により、お客さまや地域・社会とのリレーションを深化することで、コアビジネスをより強固なものとしてまい
ります。

2つ目が「事業ポートフォリオの多様化」です。コアである国内生保事業でさらなる成長を実現するとともに、超長期
の視点で起こりうる社会構造の変化を見据え、生保事業とのシナジーを重視した戦略的な事業投資により、｢事業ポー
トフォリオの多様化｣を着実に進化させてまいります。

3つ目が「グループ一体経営の推進」です。成長戦略を支える経営基盤を一層強化する観点から、グループ一体経営
のさらなる推進により、社会になくてはならない保険グループへと真価を発揮してまいります。

T&Dホールディングス

1. コアビジネスの強化
（保険収益力のさらなる強化） 2. 事業ポートフォリオの多様化

（生命保険事業と親和性の高い領域への投資等）

3. グループ一体経営の推進（成長戦略を支える経営基盤）

クローズドブック事業（＊3）
アセットマネジメント事業

太陽生命 大同生命 T&Dフィナンシャル
生命

ペット＆ファミリー
損害保険

T&Dアセット 
マネジメント

T&Dユナイテッド 
　キャピタル（＊2）
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大同生命中期経営計画
（2019年度～2021年度）
グループ中期経営計画全体方針を踏まえ、当社では、「法人・個人を一体としたトータルな保障の提供」というこれまで

のコア戦略を強化しつつ、営業・保険引受・事務などのあらゆる事業領域で現状の枠組みを超える「構造改革」に取り組む
ことで、コアビジネスの持続可能性を一層盤石にしてまいります。

また、さまざまなパートナーとの共創を通じ、人生100年時代の中小企業とその経営者が抱える社会的課題（健康増進、
事業継続・承継等）にお応えする商品・サービスを提供することで、中小企業の永続的発展に一層貢献してまいります。

経
営
基
盤

成
長
戦
略

人材育成･挑戦風土の醸成 健康経営の実践 資産運用の高度化・多様化

ＥＲＭ経営の推進 グループ一体ガバナンス 企業ブランドの形成

事務組織の生産効率向上を通じた成長領域への大胆な要員シフト

トータル保障をお届けする力の強化

オープンイノベーション・デジタルイノベーション

マーケットの拡大

販売チャネルの革新商品・サービス・引受の革新

支社事務の抜本改革本社事務の抜本改革顧客対応態勢の革新

SDGs達成への貢献を通じた社会との共有価値の創造

■中期経営計画「Go Beyond Daido 2021 ～企業保障の新たな時代への挑戦～」

環境変化を成長機会と捉え、あらゆる事業領域で現状の枠組みを超える「構造改革」に挑戦することで、
｢法人・個人を一体としたトータルな保障｣を全社一丸で磨き上げ、　企業保障の新たな時代をリードする
生命保険会社になる。


